
初の 4 学会合同大会
　2020 年 11 月 1 ～ 3 日、グローバル
ヘルス合同大会 2020　大阪（以下、本
大会）が開催されました。本大会は日本
熱帯医学会、日本国際保健医療学会、日
本渡航医学会、国際臨床医学会の 4 学
会の合同大会です。これまで日本熱帯医
学会と日本国際保健医療学会の 2 学会
合同大会が定期的に開催されてきており、
2017 年には日本熱帯医学会、日本国際
保健医療学会、日本渡航医学会の 3 学
会合同大会が開催されました。しかし、
グローバルヘルスにかかわる 4 学会に
よる合同大会は今回が初めてとなります。
　本大会のテーマは、「チャンプール！
交じる、つながる、支えあう」です。チ
ャンプール (campur) は、インドネシア
語で混じりあうという意味で、マレー語
や沖縄語でも使用されています。国内外
において異なる背景を持つ 4 つの学会
が各々の専門性を堅持しつつ成果を共有
する機会にしたいとの思いによるもので
す。
　本大会の各大会長は、第 61 回日本熱
帯医学会大会　金子　明さん（大阪市立
大学）、第 35 回日本国際保健医療学会
学術大会　中村安秀さん（甲南女子大学
・日本 WHO 協会）、第 24 回日本渡航
医学会学術集会　南谷かおりさん（りん
くう総合医療センター）、第 5 回国際臨
床医学会学術集会　中田　研さん（大阪
大学）です。大阪にゆかりがある大会長
の 4 名が、工夫をこらして本大会を開
催しました。
　当初、本大会は大阪大学吹田キャンパ
スにて実施される予定でした。日曜日と
祝日を含む 3 日間での開催ということ

から、全国からグローバルヘルスに関心
を持つ人々が大阪に集う、にぎやかな会
を 予 定 し て い ま し た。 し か し、
COVID-19 の大流行から、一か所に参加
者が集まる形は断念し、オンラインで開
催しました。2020 年は数多くのオンラ
イン学会やオンラインセミナーが開催さ
れましたが、急遽初めてのオンライン開
催となった場合や、開催中止を余儀なく
された学会も少なくなかったでしょう。
本大会も、2019 年夏から会場の確保や
タイムスケジュール、招待演者、懇親会
等、準備委員により様々なセッティング
を行っていた中での急展開となりました。
中止も視野に入れていましたが、各学会
の理事会等で開催の可否を伺い、慎重に
検討した結果、当初の予定よりも規模を
大幅に縮小し、オンラインにて開催する
こととなりました。
　はじめてのオンライン学会開催という
ことで、当日までの準備についても手探
りの中で進めていきました。2019 年夏
より大阪府下にて集まっていた準備会も、

COVID-19 に伴う緊急事態宣言発令に従
い Web にて実施していきました。各シ
ンポジウムのテーマも COVID-19 に関
連する話題に絞ると共に、オンライン学
会となったことに伴う変更点や新たな検
討事項について、可能な限り丁寧に議論
し進めていきました。
　本大会はオンライン会議ソフトウェア
ZOOM のウェビナー機能を使用して開
催しました。ZOOM はコロナ禍におい
てウェブ会議や大学の講義、オンライン
セミナー等で使用する方が急増しており、
11 月の本大会開催時はすでに利用した
ことのある方も少なくはありませんでし
た。しかし、ZOOM での大会開催は、
急な停電やトラブル等による学会の中断
の恐れもありました。専門業者に各会場
のホスト役等を依頼することで、経費は
かかっても確実に本大会を運営していく
こととしました。さらに、遠隔医療を含
む ICT を熟知した九州大学病院国際医
療部にも後方支援を依頼しました。
　本大会はオンライン開催ではありまし
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グローバルヘルス合同大会

閉会式終了直後の4大会長と関係者　（左から、南谷かおり氏、金子明氏、自見はなこ氏、澤芳樹氏、中田
研氏、中村安秀）　オンライン運営センターがある大阪駅前の梅田スカイビルに４大会長が集まったの
は、開会式直後の４学会合同イベントとこの閉会式だけだった。

甲南女子大学大学院看護研究科博士前期課程

山本 貴子
甲南女子大学大学院研究生・
兵庫県立大学地域ケア開発研究所非常勤研究員

柳澤 沙也子
看護師として病院等で勤務した後、2015~2017年JICA青年海
外協力隊としてインドネシア共和国に派遣。NPO法人Rehab-
Care for ASIAインドネシア事業リーダー。

看護師として病院勤務後、2017~2019年JICA青年海外協力隊
ボランティアとしてボリビア多民族国に派遣。2020年より甲
南女子大学大学院看護研究科博士前期課程に入学。
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たが、運営本部は大阪市内に設置して密
なやり取りをできるようにし、一方でシ
ンポジウムを録画する等の後方支援は、
可能な限り準備委員の各職場や自宅等か
ら行うこととしました。4 名の大会長で
あっても、最初と最後の４大会合同セッ
ション以外は、ほとんど顔を合わせるこ
となく運営を進めていきました。これま
で顔を合わせて議論を進めることが当た
り前だった中、このような形で本大会を
進めていったことは、まさにグローバル
ヘルスの新たな時代の幕開けでした。
　一方、オンライン開催としたことで、
制約が多かったことも否定できません。
当初は多くのシンポジウムや口頭発表が
同時間帯に開催される予定でしたが、オ
ンラインで安定した開催を試みたため、
シンポジウムや口頭発表の数は大幅に縮
小しました。当初は英語セッションを 1
日通しで閲覧できるという案もありまし
たが、運営上困難でした。また、一か所
に人の集まる学会では当日の参加申込者
も一定数見込まれますが、オンライン開
催によるシステム上、開催当日の参加受
付を行うことは本大会では非常に困難で
した。このため、参加申込は事前申込の
みとし、申し込み頂いた参加者の方には
大会終了後にも約 1 か月間各シンポジ
ウムを視聴して頂けるオンデマンド配信
を行いました。参加受付フォームがスム
ーズに機能しない場合や、口頭発表やポ
スター発表の演者の方々の演題発表に関
する連絡に時間を要する等、演者・参加
者の皆様にご迷惑をおかけしたこともあ
りました。しかしながら、このような状
況であっても、多くの方にご参加いただ
くことができ、素晴らしい大会となりま
した。

1,400 名以上の参加者が集
まった合同大会
　おかげさまで、本大会では 8 つの基
調講演、2 つの４学会合同イベント、
22 のシンポジウム（うち 6 つは英語で
のセッション）、5 つのランチョンセミ

ナー、36 の口頭発表と 167 のポスター
発表が行われ、海外 24 か国からの参加
者を含む、計 1,403 名の方々にご参加
いただきました。セッションの一部をご
紹介します。当大会の開会式後に行われ
た基調講演 1「パンデミックのガバナン
スを考える」では、白井 こころさん（大

公益社団法人日本WHO協会　理事長

中村 安秀

本大会ポスター

甲南女子大学教授・大阪大学名誉教授。
和歌山県御坊市出身。小児科医。インドネシアやパキスタンな
ど国際保健の現場で活躍し、母子手帳を世界に広めた。現在は
国際小児科学会理事。どこの国にっても子どもがいちばん好き。
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阪大学医学系研究科社会医学講座）座長
のもとのマイケル・R・ライシュさん（ハ
ーバード大学公衆衛生大学院教授）が招
待され、「パンデミックのガバナンスを
考える」をテーマに講演されました。
　講演では、ライシュさんは、日本政府
とアメリカ合衆国政府との Covid-19 対
応の違いについて、各政府を空港の管制
塔であると例え、管制塔（＝政府）が正
しく指令を送り機能しなければ飛行場

（＝社会や国民など）はパニックに陥る
と話されていました。当初 COVID-19
の 流 行 下 の ア メ リ カ 合 衆 国 で は、
COVID-19 予防のために、マスクの装着
は必要ないとされていました。一方、日
本政府は初期の段階で、密閉、密集、密
接の 3 密を避け、社会的距離を保つな
ど明確なメッセージを国民に伝えていま
した。両政府の対応の違いは大きく、こ
のようなパンデミック下の政府の役割の
ひとつとして、社会や国民が判断を誤る

ようなミスリードを避けることが重要で
あると話されていました。基調講演 1
の内容は、誰にでもイメージが付きやす
く、かつ分かりやすい内容や表現で構成
されていました。言語も日本語が主で使
用されましたが、ところどころ英語も混
ざり、まさにチャンプールな基調講演か
ら大会の幕が開きました。
　 基 調 講 演 3「Ebola Diseases from 
the perspective」では、微生物学者で
第 3 回野口英世アフリカ賞を受賞され
たジャン＝ジャック・ムエンベ＝タムフ
ムさん（コンゴ民主共和国出身）に、ビ
デオ録画でご講演をいただきました。基
調講演 6「ウィズ・コロナ時代のユニバ
ーサル・ヘルス・カバレージ」では、日
本の参議院議員で WHO 親善大使でも
ある武見敬三さんから今後の世界や日本
の保健医療のあり方などについても話し
ていただきました。
　 そ の 他 の シ ン ポ ジ ウ ム で は、

COVID-19 流行下での看護師や医学生、
医療通訳士などの近況の他、感染症と人
類の歴史、国際保健における女性の役割、
高齢化対策など国際保健に関するバリエ
ーションに富んだ内容となりました。
　各 3 日間で行われた 5 つのランチョ
ンセミナーもオンライン上での開催のた
め、各自昼食を準備して参加して頂く、
普段とは異なるセミナー形式となりまし
たが、お昼の忙しい時間にも関わらず多
くの方にご視聴頂けました。閉会式前に
行われた、4 学会合同理事長のパネルデ
ィスカッションでは、狩野繁之さん（日
本熱帯医学会理事長）中野貴司さん（日
本渡航医学会理事長）、神馬征峰さん（日
本国際保健医療学会理事長）、澤 芳樹さ
ん（国際臨床医学会理事長）と当大会の
大会長 4 名に加え参議院議員の自見は
なこさんが参加され、コロナ後のグロー
バルヘルスの未来像について熱い議論が
交わされました。閉会式ではパネルディ
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スカッションに登壇された先生方と準備
委員一同が ZOOM 画面に映し出され、
中村 安秀さんの挨拶の後、蛍の光と多
言語による「ありがとう」の言葉と共に、
大会の幕が閉じました。
　本大会は、いろいろな制約や困難で準
備委員一同悩みながらの開催となりまし
たが、オンラインの利点でもある世界各
国からご参加頂け、オンライン大会の可
能性も見出すことができ、まさにグロー
バルな大会となりました。

大阪宣言
（OSAKA Declaration）
　本大会の大会長 4 名により、大阪宣
言（OSAKA Declaration）が出されま
した。日本ではじめて、異なる背景をも
つ４つの学会が集うという記念すべき本
大会において、COVID-19 の影響下に
ある世界のすべての人びとの健康と幸福

（health and well-being）を願い、グロ

ーバルヘルスの発展に寄与するために策
定したものです。詳細は以下をご参照く
ださい。
　本宣言の反響は非常に大きく、各学会
の学会誌等に大阪宣言を掲載し、広く周
知していく予定です。

ポストコロナのグローバル
ヘルスの発展に向けて
　COVID-19 の世界的流行により、移

動の制限がかかり、以前のように他国へ
自由に行き来することは困難となりまし
た。海外での国際協力や調査等を行うこ
とは容易ではなくなりました。海外に渡
航する場合も、海外から入国する場合も
感染症を持ち込まない、持っていかない
という点で非常に制約がかかるようにな
りました。2021 年に延期された東京オ
リンピックの開催は危ぶまれ、インバウ
ンドや留学生等の入国も困難な状態です。
　しかし、グローバルヘルスの分野は絶
望ばかりではありません。過去に世界各
地で流行した感染症についての歴史を振
り返ることや日本で過ごす在日外国人の
サポート等、コロナ禍だからこそグロー
バルヘルスの果たす役割は様々な面があ
るでしょう。ウェブ会議等を通じて国内
外で容易に連絡を取り合えるようになっ
たことも大きな成果です。何より、
COVID-19 の流行により海外だけでなく
日本国内の医療・経済等あらゆる分野が
ひっ迫している今だからこそ、国際協力
が必要であると改めて感じた大会でした。
本大会の開催が、さらなるグローバルヘ
ルスの発展の一助となれば幸いです。
　最後になりましたが、４学会の大会長
をはじめ、準備委員の皆様、シンポジウ
ム、口頭、ポスターでご発表いただいた
方々、オンライン視聴の形でご参加いた
だいた皆様に心より感謝申し上げます。

閉会式での集合写真
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